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§1 研究実施の概要 

（1） 実施概要 

本研究では、食事に関するマルチメディア情報の取得、処理、活用の新しい方法を研究し、実

証的に人の健康や生活の向上に寄与する貢献を行うことを目的とした。我々の研究チームとして

の成果は、大きく 2 点に集約される。一つは、「新しい食事記録ツールである FoodLog」に関わる

成果であり、他方は、「新しい拡張現実感としてのダイエットＶＲ」による食行動の制御、改善に関わ

る成果である。後者は、本研究におけるセレンディピティとしての産物であるが、前者のＦｏｏｄＬｏｇ

プラットフォームと組み合わせたソーシャルメディア上での情報制御による食行動の改善といった

成果にも結びついた。 これらの主たる成果について、以下に記述する。 

1. ＦｏｏｄＬｏｇ： 画像を中心とした新しい食事記録ツール、日常食事画像処理 

 世界に先駆けたＦｏｏｄＬｏｇの提案と実現（相澤Ｇ）： 写真をアップロードするだけで、人の日

常食を記録し、食事日誌を作成できるＦｏｏｄＬｏｇを構築した。日常食事画像という新しい対象

に対する画像処理を導き、アップロードした写真には、食事バランス、エネルギー推定といっ

た画像処理が施された。 

 FoodLogの大規模運用と連携展開（小川Ｇ）。 一般への訴求のために、ＦｏｏｄＬｏｇの大規模

運用を目指したプラットフォーム化を行った。さらに、そのＡＰＩを提供することで、第 3 者の利

用が可能となり、２８もの産学官の組織にＡＰＩを提供し、１４ものビジネス応用に活用された。

結果、ＦｏｏｄＬｏｇプラットフォームの登録者は、現時点で 21万人を超える。 

 世界に先駆けた画像検索で支援するスマートホン版ＦｏｏｄＬｏｇの開発、検証と展開（相澤・小

川Ｇ）：栄養管理で必要とされる食事名・量といった詳細な食事記録を付加するために、画像

検索で支援するＦｏｏｄＬｏｇアプリを開発した。食事名と量により、その栄養価が算出される。一

般への訴求のために、iPhone, Android版を 2013年に無料で公開した。被験者実験を通し

て、画像を用いた記録が、テキストだけに比べて有効であることを示した。また、栄養・医療の

分野からの注目と要請があり、一般および糖尿病向けの共同実験も行われた。 

 FoodLogアプリ収集データの大規模解析（相澤・小川Ｇ）： FoodLogアプリを公開し、1年経

過し、日常食に関する記録件数が 100 万件を超え、ビッグデータ解析が端緒についた。100

万件の中には、7 万件のユニークな品目名があり、7100 の代表的な単語が現れること、その

出現頻度の 80％の多数を占めるのは、わずか１50 にとどまることなどのことが明らかとなっ

た。 

 糖尿病患者の栄養指導現場での食事写真記録の有効性検証（橋本Ｇ）：バイタル情報と食事

写真を記録するスマートホンインタフェース、その指導用管理画面を構築し、医療現場におい

て 4名の患者に対して適用した。HbAC1がいずれも減少し、その有効性が確認された。 

2. ダイエットＶＲ： 拡張現実感を利用した新しい食行動操作 

 世界に先駆けた拡張満腹感の提案と実現（廣瀬Ｇ）： 周囲の見えはそのままで、食品の大き

さだけを視覚的に制御することで、その満腹感を操作し、食事量を変えることができることを示
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した。ビデオシースルー型のディスプレイを用いて実現し、その実験により、得られる満腹感は

一定のまま、食事量を 10％程度変化させることができる結果を得た。さらに、導入の実現性の

高いシステムをめざし、この原理をテーブルトップ型のディスプレイで実現し、食物摂取を操作

できる可能性を示した。 

 ソーシャルメディアを利用した食行動の改善（廣瀬Ｇ・小川 G）： 食のおいしさといった評価に

情報が与える影響を積極的に活用するソーシャルメディア Yumlog を実現した。食事写真に

対する他者からのおいしさの評価が、満足感に影響を与えることを示し、さらに、おいしさの評

価とヘルシーさの評価をすり替えることで、食行動を誘導することができることを示した。さらに、

ＦｏｏｄＬｏｇプラットホームの上でのアプリに組み込み、81 名のユーザの検証で、比較群 64 名

との間で食改善について優位な差を明らかとした。 

 

（2） 顕著な成果 

＜優れた基礎研究としての成果＞ 

1. 世界に先駆けた画像処理を用いた食事記録ＦｏｏｄＬｏｇの実現、日常食事画像の処理 

世界に先駆けて、画像を用いる食事記録ＦｏｏｄＬｏｇを提案し、日常食事の画像処理という新し

い研究領域を開いた。食事画像の認識への取り組みも散見されるようになったものの、本研究のよ

うに、人の日常的な食事を扱うことは、ユニークな取り組みである。食事判定、食事バランス推定、

エネルギー推定、認識・検索といった諸課題への取り組みが行われた。マルチメディアのトップジャ

ーナルである IEEE Trans. Multimediaに論文が出版され、その雑誌で食に関する最初の論文

である。マルチメディア検索のトップコンファレンスを含む国際会議を始めとして内外の会議で招待

講演を多数行い、その成果は広く認知された。 

 

2. 画像検索で支援する食事記録スマートフォン FoodLogの実現、ビッグデータ処理への端緒 

世界に先駆けて、画像検索で支援するスマートフォン食事記録ツールFoodLogを提案し、実現

した。食事の名称、量に至るまでを入れるツールとなっており、栄養管理目的に適している。記録ツ

ールとしての有効性を論じた医学雑誌に掲載された論文は、評価が高く推薦論文に選ばれた。Ｆｏ

ｏｄＬｏｇに関する多くの招待講演でもそのプロトタイプを紹介し、内外で認知された。 

2013 年 7 月のツールの一般公開以降、1 年間の間に 100 万件を超える日常食事記録が継続

的に収集され、食事の写真をあわせた食事名の膨大なデータを収集した。ビッグデータとしての解

析の基盤が整い、日常食の極端な統計的偏りなどの発見がある。継続した解析でより多くの発見

が期待できる。 

 

3. 世界に先駆けた拡張満腹感（ダイエットＶＲ）の提案と実現 

世界に先駆けて、拡張現実感技術による満腹感のコントロールを提案した。拡張現実感によっ

て周囲のものの大きさは保ったまま食品の見た目のサイズだけを操作することで、満腹感は一定の

まま食事量を変えることが可能なシステムを実現した。実験により、無意識のうちに食品摂取量を

増減両方向に約 10%程度変化させる効果を明らかにした。意識的な行動改善を促すのでなく、人
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間の認知特性に注目し、食環境が無意識的に人間の摂食行動に与える影響を利用するアプロー

チは世界初の試みであり、多感覚研究に新しい視点を提供したほか、新規健康産業を創出する可

能性を有している。本研究の成果は、ヒューマンインタフェース分野のトップコンファレンスであるＣ

ＨＩにて発表された。 

 

＜科学技術イノベーションに大きく寄与する成果＞ 

1. 画像処理を用いた食事記録ＦｏｏｄＬｏｇプラットホームの大規模運用、ＡＰＩ提供、連携展開 

研究プロジェクトの 2年目に大学発のベンチャー企業 foo.log（株）を立ち上げ、画像を用いた食

事記録ＦｏｏｄＬｏｇのプラットフォームをクラウドベースで大規模化を行い、継続的なサービスのため

の基盤を作った。ＡＰＩを通した利用可能な形で公開し、その利用・提供先は、産学官の２８組織に

渡り、そのうち 14 については、一般利用、限定利用のサービスとして提供されている。これらの大

規模化、連携を通して、現在のＦｏｏｄＬｏｇプラットフォームの登録者数は、21 万人を超えた。学術

研究の範囲を大きく超え、社会実装に至るプロトタイプの構築を行った。 

 

2. スマートフォンＦｏｏｄＬｏｇの栄養管理分野への展開 

スマートフォンアプリとしてのＦｏｏｄＬｏｇは、画像を利用することで、ユーザビリティの高い食事記

録ツールとなっている。食事の標準的なデータベースをあわせて利用し、ユーザの食事の栄養評

価をより詳細に行うことができる。医療、栄養分野からの注目を集め、特定保健指導の現場にも導

入された。また、国立健康栄養研究所とは、栄養管理利用についての共同研究を進め、東大病院

とは、バイタルデータを取得するアプリと連携させる、糖尿病患者のための食事記録システムを作り、

実証実験を始めた。その一端は、米国心臓学会(American Heart Association)の scientific 

sessionの招待講演にて内容が紹介される。FoodLogアプリも学術研究の範囲を超えた社会実装

に至るプロトタイプである。 

 

3. 拡張満腹感（ダイエットＶＲ）のテーブルトップディスプレイとＳＮＳでの実現 

人間の認知特性に働きかけることで無意識的に人間の摂食行動を改善するダイエット VR シス

テムの現実的な実装を実現した。テーブルトップディスプレイを利用した手法の実現により家庭や

レストランでの使用が可能な形態を実現したほか、SNS 上の相互評価を利用して食習慣を改善さ

せる手法を一般公開し、多数のユーザの食習慣に改善をもたらすことを検証した。これらはメディア

技術や SNS の新しい利用方法を提案するものであり、新規健康産業等を創出する可能性のある

成果が得られた。 
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§2 研究実施体制 

（1） 研究チームの体制について 

① 東京大学（相澤）グループ 

研究参加者（情理：大学院情報理工学系研究科、学環：大学院情報学環、工：工学部） 

氏名 所属 役職 参加時期 

相澤 清晴 東大・情理、学環、工 教授 H21.10-H27.3 

山﨑 俊彦 東大・情理、工 准教授 H21.10-H27.3 

(H22-24長期出

張) 

森川 茶民 東大・学環 特任助教 H21.10～H24.10 

赤羽 彩子 東大・情理 学術支援員 H24.11- H27.3 

上條 桂子 東大・学環 技術補佐員 H22.5-H25.3 

オゥグ オストル

ク  

東大・情理 D3 H21.10-H22.12 

ヘネ  マルセリ

ーノ アブリッタ 

テイシェイラ 

東大・情理 M2,D1-3 H21.10-H25.3 

ヘネ  マルセリ

ーノ アブリッタ 

テイシェイラ 

東大・情理 特任研究員 H25.12-H26.8 

澤田 耕司 東大・情理 M1-2, D1-2 H21.10-H25.3 

呉 志鵬 東大・情理 特任研究員 H26.4-H26.5 

河村 聡一郎 東大・情理 M1-2 H23.4-H25.3 

杉山 春樹 東大・学環 M1-2 H23.4-H25.3 

李 賀 東大・情理 M1-2 H23.4-H25.3 

天野 宗佑 東大・学環 M1-2 H24.4- H27.3 

宮崎 達也 東大・学環 M1-2 H22.4-H24.3 

北村 圭吾 東大・情理 M2 H21.10-H22.3 

畑田 晃希 東大・情理 M2 H21.10-H22.3 

丸山 悠斗 東大・学環 M1-2 H21.10-H23.3 

河治 寿都 東大・情理 M1-2 H21.10-H23.3 

谷澤 幹也 東大・情理 M1-2 H21.10-H23.3 

高松 幸広 東大・学環 M1-2 H25.4-H27.3 

前田 一樹 東大・情理 M1-2 H25.4-H27.3 

加賀谷 北斗 東大・工、学環 B4,M1-2 H25.4-H27.3 

宇田川 祐志 東大・工 B4 H25.4-H27.3 
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小宮山 遼太 東大・工 B4 H26.4-H27.3 

堀口 翔太 東大・工 B4 H26.4-H27.3 

 

研究項目：食に関わるライフログ取得と処理 

マルチメディア食事記録の解析と応用 

■Web版 FoodLog中心 (主としてH24年まで) 

＊画像処理，認識，検索 

- 食事画像検出 

- 食事画像からの食事バランス推定 

- 食事画像からのエネルギ（カロリー）推定 

- TwitterBotのための少数食事認識 

＊解析におけるコンテキストの利活用，処理 

- 食事バランス推定のパーソナリゼーション 

＊解析の可視化 

- 食事画像のクラスタリング，要約 

■スマートフォン版 FoodLog中心 (主としてH25年以降) 

＊画像処理，認識，検索 

- 個人に特化した検索 

- スマートフォン版ＦｏｏｄＬｏｇの評価 

- タッチポイントセグメンテーション 

- ディープラーニングによる食事検出，認識 

＊解析におけるコンテキストの利活用，処理 

- 食事記録入力支援のための食事画像検索 

- 幾何的位置を併用する食事画像検索 

＊解析の可視化 

- 食事間距離，それを利用した食傾向の可視化 

＊食事記録大量データの解析 

- ＦｏｏｄＬｏｇの食事記録の言語的解析 

- 頻出食事単語の解析 

- 頻出重要食事単語の解析 

＊ＦｏｏｇＬｏｇのインターフェースの評価，高度化 
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② foo.log株式会社（小川）グループ 

研究参加者 

氏名 所属 役職 参加時期 

小川 誠 foo.log株式会社 代表取締役 H22.4～H27.3 

佐藤 陽平 同上 取締役 H22.4～H27.3 

森野 耕平 同上 取締役 H22.4～H23.7 

戸水 潤一 同上 コンサルタント H22.4～H22.12 

太田 龍督 同上 エンジニア H22.4～H27.3 

村田 裕一 同上 エンジニア H23.4～H24.8 

毛利 圭佑 同上 アルバイト H23.4～H26.6 

米辻 泰山 同上 アルバイト H23.4～H25.3 

横山 晴道 同上 アルバイト H23.4～H24.10 

井上 美波 同上 アルバイト H23.4～H24.3 

笠松 麻祐美 同上 管理栄養士 H23.4～H27.3 

安冨 藍 同上 アルバイト H23.4～H23.12 

中野 寛子 同上 アルバイト H23.2～H23.12 

上田 かのこ 同上 アルバイト H23.2～H23.12 

 

研究項目：食に関わる大規模ログ収集システムと展開 

＊大規模食ログ収集システムの構築、運用、サービス開発 

- 食ログシステムの基盤構築と社会実装、運用 

- スマートフォンを用いた食ログシステムの展開 

- 栄養評価との連携 

- 健康医療現場での導入検証 

- BDHQ（食歴法）の 100%IT化と連携 

- 社会展開の拡充のための外部組織との連携 
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③ 株式会社 KDDI研究所（橋本）グループ 

研究参加者 

氏名 所属 役職 参加時期 

橋本 真幸 株式会社 KDDI研究所 グループリーダ

ー 

H21.10～H27.3 

阿部 幹雄 同上 研究主査 H22.2～H27.3 

大川 明里 同上 開発主査 H21.10～H27.3 

赤池 学 同上 研究主査 H26.4～H26.7 

小幡 広昭 同上 研究主査 H21.10～H23.6 

野原 光夫 同上 グループリーダ

ー 

H21.10～H23.3 

小塚 宣秀 同上 開発主査 H21.10～H23.3 

米山 暁夫 同上 グループリーダ

ー 

H21.10～H22.5 

上野 智史 同上 研究員 H21.10～H21.10 

 

研究項目：食ログと健康指導基盤の連携 

＊食ログと健康指導基盤の連携 

＊統一的入力インターフェースの開発とシステムの高度化 

＊実証実験 

 

④ 東京大学（廣瀬）グループ 

研究参加者（情理：大学院情報理工学系研究科、学環：大学院情報学環、工：工学部） 

氏名 所属 役職 参加時期 

廣瀬 通孝 東大・情理、学環、工 教授 H21.10-H27.3 

谷川 智洋 東大・情理 講師 H21.10-H27.3 

鳴海 拓志 東大・情理 助教 H21.10-H27.3 

勝村富貴 
東大・情理 技術補佐員 H24.4-H25.3 

H26.3-H27.3 

徳田 雄嵩 東大・情理 B4-D3 H21.10-H27.3 

仲野 潤一 東大・工 M2-D3 H21.10-H27.3 

山田 啓己 東大・工 D1-3 H21.10-H27.3 

櫻井 翔 東大・情理 特任研究員 H22.4-H27.3 

堀 紫 東大・工 D1-3 H22.4-H27.3 

竹内 俊貴 東大・学環 B4-D3 H21.10-H27.3 
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伴 祐樹 東大・情理 B4-D2 H22.4-H27.3 

吉田 成朗 東大・学環 B4-D1 H23.4-H27.3 

泉 雅彦 東大・情理 B4-M2 H24.4-H27.3 

對間 祐毅 東大・情理 B4-M2 H24.4-H27.3 

鈴木 瑛二 東大・情理 B4-M2 H24.4-H27.3 

中里 直人 東大・情理 B4-M2 H24.4-H27.3 

国分 新 東大・情理 B4-M2 H24.4-H27.3 

田崎 亮平 東大・学環 M1-2 H25.4-H27.3 

寺下 翔太 東大・情理 M1-2 H25.4-H27.3 

白石 英明 東大・学環 M1-2 H25.4-H27.3 

有田 祥馬 東大・情理 B4-M1 H25.4-H27.3 

藤縄 英佑 東大・学環 B4-M1 H25.4-H27.3 

岡田 直弥 東大・情理 B4-M1 H25.4-H27.3 

小嶋 泰平 東大・情理 B4-M1 H25.4-H27.3 

田中 遼平 東大・情理 M1 H26.4-H27.3 

徳茂 宏之 東大・情理 M1 H26.4-H27.3 

矢部 博之 東大・情理 M1 H26.4-H27.3 

山田 浩史 東大・情理 M1 H26.4-H27.3 

木下 由貴 東大・工 B4 H26.4-H27.3 

柗尾 宇人 東大・工 B4 H26.4-H27.3 

野元 彰 東大・工 B4 H26.4-H27.3 

大澤 壮平 東大・工 B4 H26.4-H27.3 

榊原 佑太 東大・工 B4 H26.4-H27.3 

鈴木 啓太 東大・工 B4 H26.4-H27.3 

 

研究項目：食関連行動の取得と利用 

＊食行動推薦・ダイエット VR 

- 拡張満腹感：食環境の影響を利用した食行動の改善 

- ソーシャルメディア上の他者評価を利用した食習慣の改善（Yumlog） 

- 食関連行動ライフログに基づく食行動推薦 

- ソーシャルグラフの分析に基づく共食支援システム 

- 温冷覚バイオフィードバックによる食味知覚および食の満足度操作手法の検討 

＊行動予測、状況・空間・場の記録・再生 

- 食関連行動ライフログ取得時の負担に関する基礎調査 

- モバイルデバイスを利用した食関連行動ライフログの常時取得 

- 食関連行動ライフログのセグメンテーションと可視化 
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- ツイートからの食事相手、場所、食事内容等の検出 

- 食関連行動の記録に基づく未来予測（レシートログと消費予報） 

- 食関連行動の記録に基づく行動予測（未来日記） 

- 味覚を中心とした食行動追体験システム（メタクッキー） 

- 複数の距離画像カメラ連携によるモジュール型空間記録システム（PRIMA） 

- 記録されたポイントクラウドから 3Dオブジェクトを生成する食状況再生システム 

＊食からのコミュニケーション支援 

- 食卓における発話の記録と解析に基づくコミュニケーション支援システム（Vocalog） 

- 発話率解析に基づく食卓コミュニケーション改善システム(Table Talk Enhancer) 

 

（2） 国内外の研究者や産業界等との連携によるネットワーク形成の状況について 

外部連携は活発に行われた。特に、外部からの問い合わせ、協業に関して foo.log（株）中心に

柔軟に対応し、極めて多くの連携、協業が行われた。ＦｏｏｄＬｏｇプラットフォームのＡＰＩは２８組織

に提供し、うち 14 が一般、限定利用のサービスに使われた。ＦｏｏｄＬｏｇに関しての相談は、5 年間

で 220 件にもなる。さらに、栄養・医療系の病院、研究機関との共同での実験も行われた。以下、

各項目について略記する。 

１. 栄養・医療系との共同実験 

① 東京大学 22世紀医療センター、糖尿病向け自己管理ツールでのＦｏｏｄＬｏｇの導入と実験。 

② 国立健康・栄養研究所、ＦｏｏｄＬｏｇと管理栄養士指導の自己管理への影響評価 

③ 香川大学医学部付属病院 糖尿病センター、橋本Ｇのバイタル＆食事写真記録ツールを用い

た実験。 

④ 慶応大学大学環境情報学部／医学部、管理栄養士の視点からの橋本Ｇのバイタル＆食事写

真記録ツールの試作システムの実用性評価 

２. 外部連携によるサービス展開とＡＰＩの提供先について 

① Sonnet Twitter Bot 「ろっぷん」 食事認識するボット 2010年 

② Ｔａｂｌｅ for Two スマートフォンアプリケーション 「Table for Two」 食事記録を通したアフリカ

募金 20１１年 

③ サントリー スマートフォンアプリケーション 「カロリー計測カメラ 黒カム」 の食事画像記録、

処理機能 2012年 

④ ＮＴＴレゾナント スマートフォンアプリケーション 「goo からだログヘルスアシスト」 の食事ログ

機能 2012年～ 

⑤ チサンホテル スマートフォンアプリケーション 「チサンの朝食」 2012年～ 

⑥ スマートフォンアプリケーション Table for Two, ダイエットＶＲを組み入れた改訂版公開， 

2014/1/9 

⑦ ＩＣＴを活用した情報提供ツールで特定保健指導対象者の目標達成をサポート 

全国訪問健康指導協会 特定保健指導向けシステムとの連携 2013年 
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⑧ Luvtelli 女性向け食事指導サービスとの連携 2013年 

他 4件、計 14組織。 

 

上記以外のＡＰＩ提供先 産学の 14組織 
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§3 研究実施内容及び成果 

3.1 食に関わるライフログ取得と処理（東京大学 相澤Ｇ） 

 
 

図１－１ Web版FoodLog のページの一部 

 

 

図１－2 スマートフォン版FoodLog の画面 

 

内容 

本プロジェクトの目標は、食事記録の支援を行う情報技術の構築であった。そのため、写真を撮

り、アップロードするだけで、食事日誌を構成することのできる “FoodLog”  (http://www．

foodlog.jp)というシステムを開発した。さらに、スマートフォン版のFoodLogを開発し、画像検索技

術で支援することで、食事管理で必要とされる従来の食事記録に匹敵する記録をとることをサポー

トするシステムを構築した。 

従来の栄養管理の目的で利用される記録手法では、食事のメニューや食材をテキストで書きだ

す必要があり、手間がかかるため、継続することが難しく、漏れも多い。これに対し、ＦｏｏｄＬｏｇでは、

写真を利用することで、記録作業を容易に継続することができる。スマートフォンでの食事記録も始

まっているものの、通常テキストで入力するものにとどまっていた。我々のFoodLogアプリは、画像

処理（画像検索）を用いて記録の支援を行うものであり、公開されているものとして世界で唯一のも

http://www.foodlog.jp/
http://www.foodlog.jp/
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のといえる。なお、食事画像認識の提案は、他にも見受けられるものの、食事数が数十といったよう

に条件がきわめて限られ、一般展開されるには至っていない。 

また、通常の食事画像認識では、Webに掲載されている食事画像を用いる。これに対して、本

課題のユニークな点は、処理対象が人の“日常食”であるという点にある。通常の日常の食事内容

解析に関するマルチメディア処理が、本プロジェクトの独自性を強める課題であり、その検討を以

下に記述する角度から進めてきた。  

 

研究実施方法： 

“FoodLog”の運用により得られる一般ユーザの登録する日常食事画像に基づき、食事画像の

解析手法についての多様な研究を展開した。また、データベースの運用管理を行うために、プロジ

ェクトの2年目にfoo.log(株)を幸運にも立ち上げることができた。食事記録が誰でも簡単に行える

FoodLogWebシステムと（図１－１）とスマートフォンアプリケーション（図１－２）をfoo.log（株）と構築

し、これまでの研究成果の食事画像処理技術の一部が活用されている。以下に挙げるような研究

を進めた。当初、計画していたものをはるかに越えた多くの課題を見出し、取り組むことができた。 

なお、スマートフォンアプリを公開したＨ25年7月以降、ユーザからアップロードされるデータに

大きな質的な変化が起こった。その変化以前は、ＦｏｏｄＬｏｇＷｅｂを中心とした画像だけのデータで

あったところが、スマートフォンアプリでは、ユーザは画像中の食事領域を指定し、名称を確定し記

録する。これにより、かなり正確な意味データがつくようになった。これにより、大量の日常食の記録

の傾向の解析が可能となった。取り組んだ研究課題を以下に示す。 

 

マルチメディア食事記録の解析と応用 

 

■Web版FoodLog中心 (主としてH25年半ばまで) 

＊画像処理，認識，検索 

- 食事画像検出 

- 食事画像からの食事バランス推定 

- 食事画像からのエネルギ（カロリー）推定 

- TwitterBotのための少数食事認識 

＊解析におけるコンテキストの利活用，処理 

- 食事バランス推定のパーソナリゼーション 

＊解析の可視化 

- 食事画像のクラスタリング，要約 

 

■スマートフォン版FoodLog中心 (主としてH25年半ば以降) 

＊画像処理，認識，検索 

- 個人に特化した検索 

- スマートフォン版ＦｏｏｄＬｏｇの評価 
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- タッチポイントセグメンテーション 

- ディープラーニングによる食事検出，認識 

＊解析におけるコンテキストの利活用，処理 

- 食事記録入力支援のための食事画像検索 

- 幾何的位置を併用する食事画像検索 

＊解析の可視化 

- 食事間距離，それを利用した食傾向の可視化 

＊食事記録大量データの解析 

- ＦｏｏｄＬｏｇの食事記録の言語的解析 

- 頻出食事単語の解析 

- 頻出重要食事単語の解析 

＊ＦｏｏｇＬｏｇのインタフェースの評価，高度化 

 

成果： 

日常の食事画像の処理という課題は、ニッチな新しい領域である。計画当初は、食事画像から

食事であることの判定と食事バランス推定という限られた課題を想定していた。しかしながら、一部

を公開システムとしたことを契機に、データが大きく増大し、個人性の考慮、カロリー推定、食事認

識、画像群クラスタリング、大規模食事記録の解析と続々と新しい課題を見出し、その具体的な手

法と結果を導いてきたことは大きな成果である。一部は、公開システムとしてすでに実利用されて

いる。主要な業績を以下にまとめる。一部の詳細をそのあとに記す。なお、下記の項目の１以外に

ついては、当初の計画では明確ではなかった。研究の極めて動的な展開により得られた成果だと

考えている。 

1． 画像処理による食事判定、食事バランス判定を組み込んだFoodLogシステムを構築・公開し

た。これにより、写真を投稿するだけで食事日誌を作ることができるWebサービスの基盤を作っ

た。画像処理を組み込んだ一般利用可能な食事日誌としては、現在、世界で唯一のものであ

る。その内容は、学術雑誌、国際会議での発表、招待講演を多数行った。特に、５項と合わせ

てIEEE Trans. Multimediaというマルチメディアのトップジャーナルに出版した。 その雑誌

における最初の食事関係の論文となった。 

2． FoodLogシステムを大規模運用するために、foo.log（株）というベンチャー企業を創設した。こ

れにより、システムを維持可能な機能として展開する基盤を築いた。外部との連携を促進し、Ｗ

ｅｂＡＰＩを提供することで、CRESTチーム外の組織でもFoodLog機能を利活用する道を開い

た。 

3． スマートフォン版FoodLogを、foo.log(株)とともに構築した。栄養管理のためのマルチメディア

食事記録ツールとなっており、個人に特化した画像検索の支援を行い、食事名を記録すること

ができる。通常のテキストでの記録ツールも内包したシステムとなっている。2013年7月、10月

にそれぞれiPhone, Android版を一般利用に公開した。画像処理を利用した食事記録ツール
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として世界で唯一のものである。その内容は、学術雑誌や招待講演等で発表するとともに、医

学系の学術雑誌 Journal of Diebetes Science and Technologyにて出版し、推薦論文に選

ばれ好評である。栄養関係者への影響も大きく、国公私立大学病院栄養士研修会などで講演

するほか、東大病院との協業、国立健康・栄養研究所との協業などが始まっている。 

4． 画像の特徴量を用い、視覚的な類似性に基づくエネルギ（カロリ）推定の枠組みを作り、その

検証を行った。7,000枚のデータセットを構築し、1,000枚のテスト画像を用いた実験では、

20％誤差は48%、 40%誤差は78％であった。外部と連携したスマートフォンベースの複数の

アプリケーションに組み込まれ、Tabel for Twoなどの実サービスのアプリとしての利用に提供

された。技術的内容については、IEEE ISM2012にて発表した。 

5． 個人性を考慮した食事画像内容推定。データの個人性を反映した偏りは、ライフログの本質的

な特徴である。画像処理に加えて、個人性を考慮したコンテキストを組み入れることを提案し、

その食事判定、食事バランス推定の誤差が0.69SVから0.28SVへと大きく改善することを示し

た。知る限りにおいて、食事画像処理の中に個人性を導入した初めての試みである。この成果

は、1項と合わせて、IEEE Trans. Multimediaというマルチメディアのトップジャーナルに出

版した。 その雑誌における最初の食事関係の論文となった。 

6． 日常食事画像の認識、検索処理に関する研究を進めた。コンピュータビジョン分野の食事画

像認識の課題では、一般にＷｅｂ上に掲載されている画像を大量に集めて使うのに対して、本

プロジェクトでは、個人の日常食の画像を集めることで、より栄養管理ツールとして現実的な取

り組みを行うことができた。とりわけ、スマートフォン版ＦｏｏｄＬｏｇの公開後は、ユーザ自身が記

録を付与した日常食事画像を大規模に集めることが可能となり、そのデータセットを用いること

で、認識の検討が進んだ。個人性の考慮、様々な手法の比較、ユーザがタッチポイントで指定

した食事位置の利用も進めた。さらに直近では、ディープラーニングを用いた日常食事認識を

行い、ＳＶＭベースの手法に対して、15％の向上が得られることなどを示し、ACM 

Multimedia2014で発表する。 

7． 大規模食事記録データの解析に取り組んだ。スマートフォン版ＦｏｏｄＬｏｇは、オンラインで多く

の人から、その日常食の記録を集約する新しい仕組みである。1年間の運用を経て、その集積

データは、100万件を超えた。食事記録のデータを、言語的に解析することで、多くの人の食

に著しい偏りがあることを定量的に明らかとした。例えば、100万件の中にあらわれる7万件以

上の単語に対して、その80％の食事の単語をカバーするためには、380の単語で十分である

こと、食事を代表する単語は147であることなどを見出した。その成果は、2014年9月のデータ

工学研究会、Ubicomp2014WorkshopCEAで発表した。 

今後、個人毎のデータ、季節変動など、作り上げたフレームワークをもとに、様々な解析につな

がることが期待できる。また、今後の食事記録で使用する名称の標準的なガイドラインを与える

ことの期待もある。 



 

- １６ - 

図１－４ 食事画像からのエネルギ推定 

可視化

処理

FoodLog ( http://www.foodlog.jp/ )

ユーザ

ベイズ推定用
モデル

食事バランス推定

画像

確認

食事画像判定

修正データ

 
図１－３ ユーザの傾向を考慮した画像解析 

8． CREST外の組織と連携し、食事画像処理をWebやスマートフォンのアプリケーションとして提

供した。例えば、ＮＴＴコミュニケーション、ＮＴＴレゾナント、foo.logとともに、健康増進アシスト

サービス、からだログアシストサービスの中の食事記録機能に組み入れた。 

 

以下、個別課題において特記すべき具体的内容を、集約して記す。 

■日常食事画像検出・食事バランス推定、その個人性の

考慮による精度向上。 

Web 版 FoodLog（図１－３）における画像処理を開発し

た。一般ユーザの投稿する画像について、大域的、局所

的な画像特徴を利用することで、食事であるかどうかの判

別、さらには、食事バランス（主食、主菜等の 5 カテゴリとＳ

Ｖ）の推定を行う機能を実現した。 

さらに、食事には様々な偏りがあり、朝食、昼食、夕食と

いった時間による違い、対象ユーザの違いによる偏りとい

った個人性を利用することで、その精度が大きく改善でき

ることを初めて示した。 ベイズ推定を用いて、推定で用い

るモデルに食事特有の傾向を反映させる解析を行った。

食事画像からの食事バランス推定において、個人の食傾

向、食事バランス値の事前分布、食事の時間帯の 3 つの

傾向を取り入れた結果、テストした 2 ユーザの平均で、平

均誤差が 0.69[SV]から 0.28[SV]と大幅に改善された。 

 

■日常食事画像からのエネルギー推定（カロリー推定） 

食事画像の中の食事が何であるかと認識することは、限定のないデータに対しては、極めて難し

い。カロリー値を推定するために、画像中の食事メニュー、食材を同定することなく、カロリーの概

算を推定するための新たなアプローチを提案し、検証した。その手法では、画像の低次の特徴量

に基づく視覚的類似性を利用し、カロリー値の推定を行った。 

あらかじめ、正解カロリーを付けた画像からなる辞書データを用い、低次特徴量をもとに、辞書

内の視覚的類似性の高いものを抽出し推定値を求める。これを複数の特徴量に対して行い、その

重回帰分析を施すことにより、最終的な推定結果を導いた。実験には、FoodLog のごく一般的な

画像を 7,000 件ほど選び、栄養の専門知識を有する人複数でカロリー値を求め、実験に利用する

データセットを作成した。うち 6,512件を辞書データ、1,000件をテストデータとして用いた。実験の

結果、図１－４に示すように、正解値の±20%誤差範囲内に 48%、±40%誤差範囲内に 78%という

精度で推定を行うことができた。平均誤差は、182kcal であった。スマートフォンのアプリケーション

（gooからだログ、Table for Two, サントリ黒カムなど９つ、うち４つは現在も稼働）に用いられた。あ

くまで目安ではあるものの大規模に利用される世界で初めての画像からのカロリー推定システムと

なった。 



 

- １７ - 

 

図１－５ 個人 1か月分のクラスタリング 

 
図１－６ スマートフォンFoodLogのユーザビリ

ティ評価. FL-I:画像検索支援, FL-T:テキスト

のみ。評価項目 A1:使いやすさ、A2:楽しさ、

A3:閲覧の度合い、A4:継続の意向。 

■日常食事画像群のクラスタリング：個人の傾向の可視化 

FoodLog のプラットフォームの利用者数は、スマートフォ

ンからの利用も含めると 2１万人を超えており、そこで記録さ

れた食事の画像には、多様な情報が含まれる。食事記録を

密にとるユーザも多数おり、画像だけからも個人の食習慣や

嗜好がある程度まで把握できるほどになりつつある。その記

録情報から個人の食習慣を知り、食事推薦に応用することを

目的として、食事画像群から同じ傾向の食事を画像情報に

基づきクラスタリングする手法を開発し、評価を進めた。 

画像の色特徴量をもとに、空間ピラミッドマッチングを修正

して用いて、空間への重みづけを行い、その類似度をもとに、

多段階でのクラスタリングを行った。23 人のユーザの 1 か月

のデータを使い、任意の 2 ユーザのデータを混合して、クラ

スタリングを行う評価実験を、すべてのユーザの組み合わせ

に対して行った。最終的に出来上がるクラスタの個人帰属度

を評価すると、平均して 91％もの確度で分類でき、個人性の高いクラスタが生じることを確認した。

可視化することで、個人への具体的なフィードバックとしての効果が大きいとともに、第 3 者がデー

タを一望することを大いに手助けする。 

 

■スマートフォン版ＦｏｏｄＬｏｇの画像検索 （図１－２） 

通常のテキスト入力の食事記録アプリと異なり、食事画像を活用し、画像検索により記録入力の

支援を行うことがスマートフォン版 FoodLog の大きな特徴となっている。個人に特化した画像検索

とすることで、計算量の少ない手法ながら、その精度を高くすることが可能であることを示した。本件

は、特許出願を行った。 

 

■スマートフォン版ＦｏｏｄＬｏｇのユーザビリティ評価 

画像検索支援を行う FoodLog のユーザビリティの比

較を行った。食事記録をテキストのみで行う場合と画像

検索支援を行う場合との２つのツールを１か月に渡って、

大学生 22名が利用し、ユーザビリティに関して主観的、

定量的な比較をした。画像支援のある方が、テキストの

みに比べて、主観評価では大きく上回った。記録数の

定量評価では、画像の支援により、大きく記録数を伸ば

すユーザのあることを確認した。そのうち主観評価に関

しての実験結果を図１－６に示す。食事記録に画像を

使うことの有効性が確認できた。 
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図１－７ 食事名の単語の分布（左）、食事名の代表単語の分布（右） 

■大規模食事記録データの解析 

スマートフォン版 FoodLogにて、オンラインで取得する記録データは、1年間の運用を経て 100

万件を超えた。ユーザ登録による食事名を含めて、記録された食事名は、ユニークなもので

70,000 弱に達する。さらに、その中で 15,000 強の異なる単語が用いられていた。さらに、単語に

食事の分類に関係する重要度を導入して、食事名に一つの代表的な単語を抽出すると、7,100 強

あった。いずれも図１－７に示すように、べき乗則に従うものとみられる。単語、代表単語ともその

80％をカバーするものはそれぞれ、381 と 147であり、いずれも全体の数の２％程度にとどまること

がわかる。本結果は、大規模で継続的な日常食に対する統計として、初めてのデータである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■複合情報を用いた食事画像認識・検索 

スマートフォン版の FoodLog では、ユーザは画面とのインタラク

ションにより、食事画像の領域とその食事名を記録する。その領域

のデータを複合的に利用した画像認識の改善について検討した。

一例を図１－８に示す。半年分のデータに対する各食事位置のヒ

ートマップを表しており、赤い色ほどその場所である可能性の高い

ことを示している。この存在位置情報を用い、画像特徴と組み合わ

せることで、認識・検索精度が向上することを確認した。 

 

 

ごはん 

 

醤油ラーメン 

 

味噌汁 

図１－８ 食事の位置ヒートマップ 
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■食ログシステムの社会実装へ向けた基盤づくりと外部連携 

foo.log（株）とともに Web サービスを公開するとともに、スマートフォンアプリケーションとしての、

“FoodLog”の展開を行い、CRESTチームの外へ展開した実証実験、さらには、実運用を進めてき

た。 

例えば、NTT コミュニケーションズ、NTT レゾナントと健康増進アシストサービスというスマートフ

ォン向けのアプリケーションの食事記録を構築した。また、新たなスマートフォンアプリとして、

「Table for Two （TFT）」というNPO との連携でのアフリカの子供たちの給食への寄付活動を促

進するためのアプリケーションを作り、利用が始まっている。その他にも、サントリー黒烏龍茶向け

の食事処理アプリケーションとしても運用された。そのアプリケーションの画像処理部分として、食

バランス推定やカロリー推定といった研究成果の一部が利用された。 

スマートフォン版ＦｏｏｄＬｏｇに対しての協業が大きく進展し、特定保健指導を行う団体である全

国訪問健康指導協会での利用、東大病院の糖尿病医療関係者との実験、国立健康・栄養研究所

との実証実験が進展した。 
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3.2 食に関わる大規模ログ収集システムと展開（foo.log（株）小川Ｇ） 

内容 

食ログシステムをより多くの人・サービスに利用してもらうためには、共通の基盤や仕組みが必要

となる。本研究項目の目標は、食ログシステムの社会実装へ向けた大規模サービスに耐えうる基盤

を構築することである。この基盤を中心に、スマートフォンの連携による操作性・簡便さの向上、栄

養学など専門知識との連携によるユーザメリットの向上、外部組織との連携による社会展開の拡充

など行い食ログシステムを実用化を展開した。 

1． 大規模ＦｏｏｄＬｏｇの構築と運用： 特に、写真データにより記録を行うことを特徴としている食ロ

グシステムの基盤においては、大量の画像データを保持・処理するために、多大なコンピュー

ティングリソースの確保とその効率的な運用が欠かせない。そこで、柔軟でスケーラブルなクラ

ウドリソースを活用することで、大規模展開が可能なログ収集・解析のための情報処理基盤の

構築を行った。 

2． スマートフォンを用いた食ログシステムの展開： 昨今急速に普及したスマートフォンによって、

より高度な情報処理がユーザの手元で可能となった。そこで、スマートフォンにより操作性を向

上させるとともに、身近で日常的な食ログの利用が可能となるよう、スマートフォンを活用した新

たな仕掛け・アプリケーションの構築を行った。 

3． 栄養評価との連携： 健康管理への応用においては、栄養学など専門知識に基づいた情報提

供が期待されている。そこで、大規模食ログシステムの運用を通して収集された膨大な食事ロ

グデータから得られた栄養評価・食事評価などをユーザにフィードバックし、付加価値の高い

情報サービスを構築し、信頼できる食事評価方法の導入を行った。 

4． 外部組織の幅広いサービスとの連携： FoodLogプラットフォームのＡＰＩしたとして公開した。

特に、同一プラットフォーム上で多数の外部システムが同時に稼動できるよう、APIの共通化、

認証システム・管理システムの構築などを行った。また、外部組織との積極的な共同実証実験

なども行い、食事以外の情報（例えば、バイタルデータ・運動データ）などとの連携実現も検証

した。 

 

研究実施方法 

1． まず、食ログシステムの中心となる食事写真記録とその解析処理を行うための情報処理基盤を、

FoodLogプラットフォームとしてクラウド環境上に構築し運用を行った。FoodLogプラットフォー

ムは、外部組織での再利用性も考慮して、可視化も含め一般消費者が利用可能なＷｅｂサー

ビスと、食事記録・解析に関わる共通・汎用的な機能となるAPIとに分割して構築した。 

2． スマートフォンの活用では、FoodLogプラットフォームのAPIをバックエンドにして、インタラクテ

ィブなユーザインターフェースをスマートフォン上に構築することで、従来のWebサービスだけ

では難しい、より高度で正確な食ログの記録・解析を行う。その一例として、毎日欠かさず精度
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の高い食事記録・カロリー計算を必要とする糖尿病患者向けに、食事メニュー入力とカロリー

計算に特化したスマートフォンアプリを実装した。 

3． 栄養学との連携を二つの観点から進めた。一つは、栄養学の専門家と教師データ作成を行い、

機械学習させることによる栄養価（バランス・カロリー）の自動推定のデータ構築を行い、食事

評価への基盤を作った。他方は、食事評価の手法として既に一定の妥当性が検証されている

食歴法（本研究では佐々木チームで開発したBDHQ）のＩＴ化を行うための検討を進め、インタ

ーフェースの構築を行った。 

4． 外部組織の幅広いサービスとの連携では、FoodLogプラットフォームのＡＰＩを提供した。特に、

同一プラットフォーム上で多数の外部システムが同時に稼動できるよう、APIの共通化、認証シ

ステム・管理システムの構築などを行う。また、外部組織との積極的な共同実証実験なども行

い、食事以外の情報（例えば、バイタルデータ・運動データ）などとの連携も検証した。 

 

成果 

クラウド環境である AmazonWebService 上に FoodLog

プラットフォームとして FoodLogWeb および FoodLogAPI

を構築し、運用を実施している。 

食ログの可視化サービスであるFoodLogWebは、Webサ

ービスとして一般ユーザに無料で公開しており、2014 年 9

月時点で、約 47,000 人のユーザが登録し、105 万件以上

の食事写真が投稿されている。FoodLogWeb の機能（詳細

は付録を参照）としては、月間カレンダー表示、週間の食事

時間帯表示、地図上へのマッピング、食事バランスガイドに

基づいた月間・週間バランスの表示およびバランス推移の表

示などを実装している。また、一般消費者が利用することも

考慮し、高度なプライバシー管理機能も実装している。 

FoodLogAPI では、FoodLog で実装されている食事ログ管理機能、画像解析機能などで汎用

的なものを抽出し、再利用可能なWebの API として実装した。Web経由で接続できることにより、

スマートフォンアプリなど様々なアプリケーションから利用可能となっている。API の主な機能として

は、食事記録・食事写真解析・メニュー等タグ付けなど食事に関わる機能の他、ユーザ間コミュニ

ケーションのためのソーシャルサービス連携機能や、食事以外のログデータを記録・管理するため

の簡単な機構なども備える。また、API は多数のサービスから利用されることを想定して設計・構築

されており、外部組織との連携の際も本 APIを利用している。 

FoodLogAPI を活用したスマートフォンアプリとして、画像解析による入力支援機能を持った

FoodLog アプリ（詳細は付録を参照）を開発した。本アプリは当初、医療機関から糖尿病患者向け

の精度の高い食事記録の仕組みが欲しいとの要望に応えるために設計・開発を行っていたが、一

般消費者も利用できる形で、2013年 7月に iOS版を、2013年 10月に Android版を公開した。

 

図２－１ FoodLogプラットフォームの状況 
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相澤グループで開発された食事画像解析技術と、スマートフォンならではのユーザによるインタラ

クティブな操作を組み合わせることで、精度の向上を果たした。また、スマートフォン内で画像処理

を行う事で、推定精度の向上だけでなく、サーバとの通信で発生する遅延を軽減し操作性も向上

させるといったメリットも得られた。 

栄養学との連携においては、FoodLog プラットフォーム上で収集された食事写真を元に、複数

の管理栄養士が専用のツールを利用して機械学習の教師データとして作成した。7,000 件の食事

写真からカロリー推定用の学習データを構築した。この学習データを用いてカロリー推定を行うこと

で、食事記録に手間をかけたくないユーザに対しても、食事傾向を自動でフィードバックすることが

可能となった。 

FoodLog の食事記録においては、大局的な食生活の評価を行うことが難しいという課題がある

が、ＢＤＨＱ（食歴法）を取り入れることにより、エビデンスに基づいた信頼できる食事評価が可能と

なる。まずは、BDHQ の質問票に回答するためのインターフェースとなるタブレットデバイス用アプ

リの開発を行い、BDHQ のクラウドサービスと連携させた。これにより、ユーザの回答が完了すると

数秒以内に自動で結果を得ることが可能となった。 

当初より、社会還元の一環として FoodLogAPI を一般に公開し外部サービスと連携する予定で

あった。想定以上に要望が強かったため 2011 年 11 月より試験的に提供開始した。2014 年 9 月

末時点で、APIのエンドユーザ数は2１万人以上、投稿された画像件数は200万件以上となった。

実際に商用サービスとして活用された事例が 12件、評価中・導入検討中などで試験的に利用した

事例が 10件、研究開発目的で利用した事例が 5件となっている。以下に、実際の事例を示す。 

・ foo.log 株式会社・NTT コミュニケーションズ・NTT レゾナントが中心となり、体重記録・歩行記

録などと共に食事管理を行う総合的な健康管 10 理アプリの実証実験として、「健康増進アシス

トサービス」をリリースした。本実証実験では 20万人を超えるユーザ数を集め、その後「gooから

だログヘルスアシスト」サービスとして商用化された。同様の事例として、ケイ・オプティコムの家

庭用タブレット上での健康管理、ローソンのコンビニ内端末を利用した健康管理の仕組みなど

でも FoodLogAPIが活用された。 

・ 「Table for Two（ＴＦＴ）」というアフリカの子供への給食のための募金活動を行うＮＰＯと連携し、

写真の投稿に応じて寄付が行われるアプリケーションをリリース。本アプリはグッドデザイン賞を

受賞した。 

・ サントリー黒烏龍茶、大塚食品マンナンヒカリなどの健康関連食品の販促用アプリとして、

FoodLogAPIを提供した。これらのケースでは、消費者の食事・カロリーに対する興味を喚起す

る目的のため、写真から手軽にカロリーを知ることができるカロリー推定技術が活用された。 

・ 医療現場での応用として、全国健康訪問指導協会による特定保健指導や、東大病院での２型

糖尿病患者向けの生活指導システムで FoodLog アプリが活用された。これらの事例では、

FoodLogアプリによる食品単位での精度の高い食事記録に基づいて、管理栄養士などが専門

的な指導が行われた。 
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■FoodLogWebの機能 

FoodLogWeb は、食ログを可視化する Web サ

ービスである。ユーザは、食ログ記録用の自分専

用のメールアドレスに、食事写真を添付してメール

を送信する事で、記録の投稿を行う。食事ログを投

稿すると、写真内に含まれる時刻情報・位置情報

などを利用して、カレンダーや地図を作成する。ま

た、画像解析によりバランスが推定されグラフなど

で確認可能である。 

自分の食事記録を閲覧するだけでなく、公開さ

れている他人の食事記録を閲覧することも可能となっている。 

 

 

図２－３ 月間表示 

 

図２－４ 週間表示 

 

図２－５ バランス推移 

 

■FoodLogアプリの概要 

FoodLog アプリでは、次の手順により、ユーザの

入力と画像解析による入力支援を組み合わせる事

で、毎日の食事の摂取エネルギー（カロリー）の記

録・管理を高い精度で行うことが可能となっている。 

(ア) 写真に複数お皿・食品が含まれている場合、

画像解析により食事の位置を特定することが非

常に難しい。そこで、食事写真の中で食事のあ

る部分をユーザがタップする。 

(イ) タップされた領域を中心に、画像解析により食

事領域を推定して抽出する。なお、矩形ではな

く中心点のみ指定するため、領域の選択が容

易となる。 

(ウ) 抽出された食事領域に似ている画像を、ユー

ザが過去に食べた食事写真の中から画像解

 

図２－６ FoodLogCalでのインタラクティブな 

メニュー同定 

 

 

図２－２ FoodLogWebサービスの概要 
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図２－7 ＢＤＨＱ インタフェース 

析により検索し、メニュー候補として似ている順に複数件提示する。 

ユーザは提示された候補から食べたメニューを選択するが、画像解析により候補が絞り込ま

れるため容易に選択可能となる。また、メニュー推定においても、複数の候補を提示する事

で、正解がその中に含まれる可能性が向上する。 

(エ) メニューは典型的な 1 人前のカロリーとなっているが、必要に応じて量を変更することが可能

である。 

 

FoodLogアプリは、前述のように、2013年 7月 iPhone, 10月 Android版を無料で一般利用

に提供している。昨年 7月から今年の 7月までの間に収集した食事記録数は 100万件を超えてい

る。 

 

■BDHQ(食歴法)のためのインタ-フェース 

ＢＤＨＱは、長期的な栄養調査において、最も検証さ

れてきた手法であり、８０項目ほどの食材の摂食頻度をも

とに、詳細な栄養素の摂取量を推定する手法である。東

大医学系研究科の佐々木敏教授により開発されてきた。

これまでは、紙と鉛筆で記入したマークシートからスキャ

ナで読み取り、計算が行われていた。佐々木グループと

共同して、これを入力がタブレット端末で行えるようなイン

タ-フェースを作成した。入力データを転送することで、計

算が行われ、最終的にデータをｐｄｆで受け取ることができ

る。現在、パイプラインのすべてが電子化されており、ユ

ーザは数秒以内で食事評価の結果を確認することが可

能となった。 
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3.3 食ログと健康指導基盤（(株)ＫＤＤＩ研究所 橋本Ｇ） 

内容 

食事画像に加えてバイタルデータ(体重、血圧等）を統合的に記録・閲覧する統一的インターフ

ェースと、健康指導や健康相談に活用できるコミュニケーション機能、指導者が効率的に健康指導

を行う指導者専用画面、指導対象者が直観的に操作可能なスマートフォンアプリからなり、指導者

と指導対象者をシームレスに繋ぐ「統合ライフログ健康指導基盤」を試作した。この基盤を用いた食

事指導の実証を行い、有効性に関して評価した。また、評価結果から上記基盤の適用分野の一つ

として「病院管理栄養士の糖尿病患者に対する栄養指導支援」に着目し、医療機関での実証実験

を通じて有効性を確認した。その成果は、日本糖尿病学会の大会にて発表した。図３－１に統合ラ

イフログ健康指導基盤の概要を示す。 

 

 

 

 

研究実施方法 

スマートフォンから食事画像とバイタル情報を入力閲覧するインターフェース及び指導用画面を

試作し、食ログと健康指導基盤の統一的入力閲覧インターフェースの高度化を実現した。更に、現

役の管理栄養士の視点から、食事指導における実用可能性及び指導の効率性を評価した。また、

医療機関において糖尿病患者への栄養指導に本システムを用いた実証実験を実施した。（なお、

本章では病院の管理栄養士が治療として行う指導を「栄養指導」、それ以外の食事に関する指導

を「食事指導」と表現する。） 

 

成果 

成果１．統合ライフログ健康指導基盤の実現 

遠隔での健康指導を支援することを目的とし、スマートフォンや PC などの指導対象者端末のか

らのバイタルデータ（体重・血圧など）登録機能、及び指導者（管理栄養士等）の PC からのデータ

閲覧機能、さらにはエンドユーザと指導者との間でコメントをやり取りするコミュニケーション機能を

有するシステムをここでは「健康指導基盤」と呼ぶ。バイタルデータに加え、食事内容を正確に把

握することで効果的な健康指導が可能となると考えられる。そこで当グループでは、食ログ技術と

図３－１ 統合ライフログ健康指導基盤（食ログと健康指導基盤） 
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健康指導基盤を融合した「統合ライフログ健康指導基盤」を試作した。指導対象者のスマートフォ

ンから伝送されたバイタルデータと食事画像をサーバに蓄積し、それを基に指導者が栄養評価と

健康アドバイスを作成、コミュニケーション機能によって指導対象者に通知する。以下に統合ライフ

ログ健康指導基盤の機能概要を示す。 

＊指導対象者（患者）用アプリ 

栄養指導や健康指導を必要とする糖尿病をはじめとする慢性疾患やメタボリック・シンド

ローム患者は、中高年に多く、スマートフォンの使用に不慣れな者も多い。そこで、スマート

フォンアプリは、直観的かつ簡便に使用できるユーザインターフェースを実現した。 

A) アプリケーションの起動直後に食事画像の撮影が可能となり、シャッターボタンおよび

専用サーバへの送信ボタンに触れるだけで、サーバへデータを伝送および蓄積する

ことが可能である。 

B) 体重、血圧、血糖値、歩数などのバイタルデータは、ソフトキーボードにより手入力でき

ることに加え、NFC 対応計測機器を用いる場合には、スマートフォンを測定後の機器

に近づけるだけで測定値をシステムに入力できる。これにより、より簡便かつ正確にサ

ーバにデータを伝送蓄積することが出来るようになる。図３－２にスマートフォンでの

NFC対応歩数計からのデータ受信イメージを示す。 

C) コミュニケーション機能では、音声入力によって煩雑な文字入力を簡便化した。更に、

指導者からのアドバイスへの返信をテキスト入力せずに閲覧を通知する機能によって

文字入力を省略した。 

 
 

スマートフォン NFC搭載歩数計 スマートフォン画面（歩数データ受信） 

図３－２ NFC搭載歩数計からの歩数データの受信イメージ 

 

＊指導者（管理栄養士）アプリ 

管理栄養士が糖尿病等の患者に対して行う栄養指導は、一般に、対面による指導と患

者による食事記録（数日間の全ての食事の内容を記録用紙に患者自身が記入する）からな

る。そこでの問題点は、対面指導から次回の対面指導までの期間は患者による自己管理と

なるため食事のコントロールが難しく、また、食事記録における記録内容と実際に摂取した

食事との乖離や、記録の欠落などが発生する場合がある。そこで、本システムの指導者ア

プリは、栄養指導支援ツールとして、患者が撮影した食事画像を用いた正確な栄養評価と

適切なタイミングでの健康アドバイスによる介入を可能とした。 

測定後近づける 
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A) 蓄積された食事画像データを基に、食品交換表に準拠したインターフェースによって

効率的な栄養評価を可能とした。 

B) 必要に応じて食事画像毎や 1 日毎の栄養評価を実施し、その結果を患者に通知する

機能を実現した。 

C) 蓄積されたバイタルデータと栄養評価結果を基に、患者に対して健康アドバイスを食

事毎あるいは 1日毎に通知するコミュニケーション機能を実現した。 

 

成果 2．食事指導の実施と有効性のヒアリング 

本システムを用いて食事指導を行い、指導対象者の意識改善効果を確認すると同時に、管理

栄養士の視点からのシステムに対する評価を行った。 

＊指導対象者へのヒアリング： 

企業健保の被保険者（被験者 18名（男性 13名、女性 8名））に対して、2週間程度のイベ

ント形式で食事画像をサーバに蓄積してもらい、管理栄養士が食事指導を行った。短期間の

トライアルのため、身体的な改善を評価することは難しいが、指導対象者に対してアンケート

を行い、指導対象者の意識の面からの本システムの有効性を確認した。 

指導対象者に対してアンケートを実施した。図３－３および図３－４に、それぞれ指導前と

指導後における食生活改善意志の有無の割合を示す。食生活の改善意志なしと回答した参

加者の割合が、指導前は 57%であったのに対し、指導後は 33%に減少しており、意識付けに

対する効果が確認された。以上の結果より、食事指導を受けることで、指導対象者の意識が

改善することが分かった。 

また、「管理栄養士のコメントは本システムの継続利用に有効だったか」という問いに対し、5

人（24％）が「非常にそう思う」と回答し、10 人（47％）が「そう思う」と回答した。栄養士のコメン

トの良かった点をしては、「アドバイスのおかげで目標が明確になった」という趣旨の回答が 8

件（38.1％）、「励ましや褒めでやる気が出た」という趣旨の回答が 5 件（23.8％）であった。管

理栄養士からのインタラクティブな指導が継続性に大きく寄与していることが判明した。 

 

 

 

 

 

図３－３ 実証実験前 食生活改善意志の有無 図３－４ 実証実験後 食生活改善意志の有無 

 

＊管理栄養士へのヒアリング：  

業務で食事指導を実施している管理栄養士に本システムを利用した食事指導を試行しても

らい、システムの有用性に関してヒアリングを行った。対象とした管理栄養士は全員女性で、
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年齢は 40代が 6名、50代が 4名であった。管理栄養士の経験は、10人中 9人が 10年以

上、1名は 5～9年であった。勤務場所は、医療機関が 4名、保健センターが 3名、健康保険

組合 1名、検診機関 1名、行政 1名であった。 

＊ヒアリング結果： 

本システムの有用性について訊ねたところ、食事指導全般に使える（とてもそう思う、そう思

う）と回答した者は9名、糖尿病患者の指導に使えると回答した者は8名であった。また、参加

した 10名の管理栄養士全員が、食生活の行動変容および、モチベーションの維持・継続に、

本システムは効果があると回答した。「あなた自身が食事指導する際にこのシステムを使いた

いか」という問いに対しては、9名が利用したいという意向を示した。これにより、管理栄養士か

ら見た同システムの有用性が示された。 

 

成果 3． 医療分野での栄養指導実証及び有効性評価（糖尿病患者を対象とした栄養指導支援） 

本システムを用い、地方国立大学病院糖尿病センターにて糖尿病患者を対象とした管理栄養

士による栄養指導を行った。2013 年には、患者 10 名に対し本システムを用いて栄養指導を行っ

た（現在も病院にて随時患者を選定しながら栄養指導を継続実施中である）。上記 10 名のうち、

2013年 9月の時点で栄養指導が終了している 4名の症例について下記に示す。 

＊被験者属性 

地方国立大学病院に通院する 2型糖尿病患者 4名（男性 2名、女性 2名）、年齢層は、

20代が 2名、50代が 1名、60代が 1名であった。 

＊方法 

被験者に試作したシステムのアプリをインストールしたスマートフォンを貸与し、毎食の食

事画像を撮影し送信した。送信されたデータを基に病院管理栄養士は、管理栄養士専用

画面を用いて遠隔から栄養価計算とアドバイスを 1 日に 1 回以上行った。また、被験者は

本実証実験期間中においても当該大学病院に月 1回の通院を継続している。 

＊結果 

被験者 4 名の HbA1ｃ（長期的な血糖値に関連する）値は、平均 2.0 ポイント改善した。

表３-1にHbA1cおよび体重の変動を示す。なお被験者 4名においてHbA1cが改善して

いるのに対し、体重はそのうち 3 名が増加している。血糖値のコントロールがうまくいった際

に一時的に体重が増加する現象はしばしば見受けられるようであるが、ここでは医学的な

見解は差し控え、HbA1c の改善に注目する。上記 HbA1ｃの改善により本システムを用い

た指導の有効性が確認できた。本システムでは管理栄養士が被験者からのコメントを受け

られる事に加え、コメント確認通知機能により管理栄養士が送ったコメントを被験者が読ん

でいるかが分かるようになっている。これにより、管理栄養士は、被験者のコメント内容やコメ

ント確認通知の頻度から、被験者の治療へのモチベーションを推測できるため、それに合

わせて指導ができるようになったと考えられる。 

 

 



 

- ２９ - 

表３－１ 被験者の HbA1c、体重の変動 

性別 年齢 開始年月 終了年月 使用開始時 終了時 使用開始 終了時

A 男性 20代 2012年6月 2013年1月 11.6 10.0 92.5 94.1

B 男性 50代 2012年12月 2013年7月 11.6 9.6 97.0 97.6

C 女性 20代 2012年7月 2013年9月 7.1 6.4 86.6 82.4

D 女性 60代 2013年6月 2013年8月 11.6 7.8 73.5 79.3

被験者 使用期間 HｂA1c（％） 体重(kg)

 

 

表３-1 に報告した被験者以外にも、継続的に本システムを上記糖尿病センターにて実証利用して

おり、個々の症例に関して医学分野での学会で発表を行っている。 

 

【事例 1】（表３－１の被験者 C） 

2型糖尿病の女性（28歳）は、薬物療法による血糖コントロールが不十分のため、管理栄養士が栄

養指導による介入を行った。従来の食事の聞き取りや食事記録法では、食事時間、食事内容が十

分に把握出来なかった。そこで、本システムによる栄養指導を開始した。結果、HbA1c は 7.1%か

ら6.5%に、体重は86.6㎏から84.1㎏に改善した。結果を図３－５に示す。（同図に記載のHbA1c

および体重の値は、表３－１の本システムの使用終了時までに若干変化している。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例 2】 

１型糖尿病患者の妊婦（28 歳）に対する栄養指導で利用。患者は、高血糖・流産に対する恐怖か

ら、食事量が減少し食後低血糖になるという悪循環を繰り返していた。本システムを用いた栄養指

導よって、専門家と繋がっている安心感が得られ、血糖値管理を客観的に行えるようになり症状が

安定し、無事に出産した。 
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図３－５ 事例１における HbA1cおよび体重の改善 
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3.4 食関連行動の記録と利用（東京大学 廣瀬Ｇ） 

 

  

図４－１ レシートログに基づく消費行動の予測 

 

図４－２ 拡張満腹感 

 

 
 

図４－３ ソーシャルメディアを利用した 

食行動の改善（Yumlog） 

図４－４ 未来日記 

 

 

内容 

本研究項目では、食に影響する文脈的情報のライフログを取得し活用する研究を行う。ここでは、

誰と何のためにどのように食べているのかなどの食関連行動に関する情報や、食卓の風景や場所

などの食事の周辺の空間・環境に関わる情報、食事によって得たエネルギーの使用、すなわち運

動状況など、食事そのものではないがそれに深く関わる情報のライフログに関する研究を行う。 

すなわち、本研究項目は食事をより大きな文脈で研究・分析するための技術の研究である。具

体的には、食事相手や状況など、食事に関するメタデータの記録、行動のセグメンテーションや抽

出技術の開発、臨場感の高い食風景・食状況の記録・再生技術の開発を行う。また、このように取

得された情報を利用者間で共有することで、食行動の結果の簡単な未来予測や、食事メニューの

推薦などのフィードバックを行うことのできるシステムに関わる技術についても研究を行う。 
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研究実施方法 

食に影響する文脈的情報（食関連行動）のライフログを取得するための基盤として、デバイスを

含むライフログ取得手法の開発、ライフログ解析および可視化手法の開発を行ってきた。また、食

関連行動のライフログを解析した結果を基に、食事メニューの推薦、食関連行動の予測提示、食

卓におけるコミュニケーション活性化手法、適切な食行動を誘発する拡張現実感手法など、多様

なフィードバックに関する研究を展開した。具体的には、以下に挙げるような研究を行った。 

■行動予測、状況・空間・場の記録・再生 

＊食関連行動ライフログ取得時の負担に関する基礎調査 

＊モバイルデバイスを利用した食関連行動ライフログの常時取得 

＊食関連行動ライフログのセグメンテーションと可視化 

＊ツイートからの食事相手、場所、食事内容等の検出 

＊味覚を中心とした食行動追体験システム（メタクッキー） 

＊食関連行動の記録に基づく未来予測（レシートログと消費予報） 

＊食関連行動の記録に基づく行動予測（未来日記） 

＊複数の距離画像カメラ連携によるモジュール型空間記録システム（PRIMA） 

＊記録されたポイントクラウドから 3Dオブジェクトを生成する食状況再生システム 

■食行動推薦・ダイエット VR 

＊食関連行動ライフログに基づく食行動推薦 

＊ソーシャルグラフの分析に基づく共食支援システム 

＊食環境の影響を利用した食行動の改善（拡張満腹感） 

＊温冷覚バイオフィードバックによる食味知覚および食の満足度操作手法の検討 

＊ソーシャルメディアを利用した食行動の改善（Yumlog） 

■食からのコミュニケーション支援 

＊食卓における発話の記録と解析に基づくコミュニケーション支援システム（Vocalog） 

＊発話率解析に基づく食卓コミュニケーション改善システム(Table Talk Enhancer) 

 

成果 

当初は、食関連行動の記録を元にした食事・メニュー推薦、食状況・空間・場の記録と再生、食

からのコミュニケーション支援、程度までの研究を行う想定であった。しかし、食事・メニュー推薦の

研究を進める過程において、ライフログを基に個人行動の未来予測を行う、という新しい発想が得

られた。そこから、「レシートログと消費予報」や「未来日記」といった研究が行われた。 

また、単純なフィードバックにより意識的な行動改善を促す手法だけでなく、食環境が無意識的

に人間の摂食行動に与える影響など、人間の認知特性を利用した食行動の改善手法を提案（拡

張満腹感）したことも新たに得られた成果である。この手法を用いて開発したシステムは世界初の

食 VRシステムであり、VR分野及び食健康分野に強く影響を与えた。 
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以下は、計画当初には含まれていなかったが、研究の新たな展開により得られた成果や、新た

に明確となった課題に対して得られたものである。特に、未来予測のフィードバックによる行動習慣

変化技術（レシートログと消費予報，未来日記），ダイエット VR 技術（拡張満腹感，テーブルトップ

型拡張満腹感，拡張現実感による飲料消費量の変化）については、セレンディピティとして生じた

課題であり、本プロジェクトの打ち合わせがなければ生まれることはなかったかもしれない。 

■味覚を中心とした食行動追体験システム（メタクッキー）： 

食の追体験のための重要な要素である味覚提示のために、視覚刺激、嗅覚刺激、味覚刺激を

同時に提示することでそれら三者の感覚間相互作用を利用して風味を変化させる擬似味覚提示

手法（メタクッキー）を開発した。このシステムでは拡張現実感によってプレーンクッキーの見た目と

匂いを変化させることが可能になっており、このシステムを用いてプレーンクッキーを食べる実験で

は、約 7 割の被験者にプレーンクッキーとは異なるクッキーの食味を認識させることができている。

この研究において、効果の強さはユーザの文化的背景や経験によって異なること、感覚間相互作

用を利用して提示可能な風味は、ユーザが既に体験したことのある既知の風味だけであること等、

感覚間相互作用による風味提示手法設計のために重要な知見が多数得られた。また、味袋・着

色・着光デバイス法を利用した研究では、視覚・嗅覚間の相互作用を活用することで使用する嗅覚

刺激の種類を削減し、1 種類の嗅覚刺激から多様な食味を近くさせる手法を開発し、シンプルなシ

ステム構成で多様な食味を提示可能なシステムへと発展させた。この研究を通じて、食味認知に

おける嗅覚、及び嗅覚に関連する感覚間相互作用の寄与について定量的な評価をおこない、認

知科学分野の発展のためにも重要な知見を提供した。 

 

  

図４－５ メタクッキー 図４－６ 味袋・着色・着光デバイス法 

■レシートログと消費予報： 

レシートを光学文字認識（OCR）して半自動的に購買行動を記録し、周期性を利用して、未来の

購買行動を予測するという研究である。この研究によって、直接食行動を記録するのではなく、食

関連行動の記録から食行動の周期を推測し、将来の食行動を予測することが可能になっている。

これまで主に過去〜現在を対象としてきたライフログ研究に、未来という新たな研究領域を与えた。

行動予測は、さらに未来日記という仕事・予定・余暇・食事・睡眠・移動といった、より広範な生活行

動を対象とした予測を行う研究に展開した。 
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この研究の知見を基に開発した iPhone アプリ「消費予報」は App Storeにて公開されており、

不特定多数のユーザに対するサービスの提供と、大規模ライフログの蓄積と行動変化解析を実現

した． 

■未来日記： 

ユーザは，iPhone アプリケーションを通して 1 日単位で「タスク・余暇・移動・生活・食事・睡眠」

の行動時間を入力する．また，Google カレンダーに予定を記入する．これらのログデータを基に，

行動の周期性の解析を行い，単回帰分析によって日ごとの変動が大きいタスク＋余暇の時間につ

いても決定係数 R2=0.76 で未来予測を行えることを確認した．こうして得られた未来予測結果を

“日記”を模したインタフェースに未来を提示する行動予測アプリケーション“Mirainikki”を構築し

た．このシステムがユーザの生活習慣の見直しと将来にわたる行動の修正を促進することができる

かについて実験し，その一部について有効性を確認できた． 

この研究の知見を基に開発した iPhoneアプリ「WillDo」は App Storeにて公開されており、不特

定多数のユーザに対するサービスの提供と、大規模ライフログの蓄積と行動変化解析を実現した． 

■複数の距離画像カメラ連携によるモジュール型空間記録システム（PRIMA）： 

空間の記録システムとして，Kinectを複数台用いた非静止オブジェクトのリアルタイム 

な記録・再構成システムを構築した．Kinect とは，Microsoft社から発売された Xbox 360向けの

ゲームデバイスで，RGB カメラと赤外線による深度センサを備え，オブジェクトの映像に加え，3 次

元的位置を取得することができる．4 台の Kinect を天井に，長方形の各頂点の位置になるように

設置し，それぞれ内側を向くようにする．4台のKinectからのデータが統合され，Kinectで囲まれ

た 3次元空間がディスプレイ上に表示される．空間の 3次元再構成の表示をするだけでなく，本シ

ステムでは空間内に入った人物を検出し，その動きを追跡して記録・再生することを可能としてい

る．本システムを食卓周辺に配置することで，動きも含めた食風景の 3 次元データを記録すること

ができる．さらに，食卓を囲んで食事している風景を重畳することで，時間を超えての，臨場感の高

い食空間の再現が可能となる． 

■拡張満腹感： 

「拡張満腹感」は、拡張現実感によって周囲のものの大きさは保ったまま食品の見た目のサイズ

だけを操作することで、食品を食べたときに得られる満腹感を操作し、満腹感は一定のまま食事量

を変えることが可能なシステムである。食事から得られる満腹感は、食事そのものの量だけでなく、

盛りつけや見た目、一緒に食べる人数など、食事の際の周辺状況に大きく影響を受けることを利用

し、食事そのものを変えずに、満腹感に寄与する要素に対する知覚を変化させることで食事摂取

量の操作を可能にしている。実験により、得られる満腹感は一定のまま食品摂取量を増減両方向

に約 10%程度変化させる効果があるという結果を得ており、内臓感覚の一種である満腹感を操作

することが可能な世界初のシステムとして注目を集めている。単純なフィードバックにより意識的な

行動改善を促すのでなく、人間の認知特性にフォーカスし、食環境が無意識的に人間の摂食行

動に与える影響を利用するというアプローチ自体も世界初の試みである。 
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図４－７ 見た目の食事量を変更する画像処理 図４－８ 見た目の変化による食品摂取量変化 

 

■テーブルトップ型拡張満腹感： 

「拡張満腹感」の研究を発展させ，満腹感に影響を与える一要素として食器のサイズに着目し，

テーブルトップディスプレイを利用して食品の周囲に投影する皿の映像の大きさを変化させること

で食事ボリュームに対する認知を変化させ，HMD 等のウェアラブルデバイスを必要とすることなく

食事から得られる満足感を操作する「テーブルトップ型拡張満腹感」システムの提案と構築を行っ

た．提案システムにより，ユーザが意識するしないにかかわらず映像のサイズによって食品摂取量

を操作できる可能性が示される結果が得られた．また，食品の自動認識技術等と組み合わるなどし

て，食品に応じて摂取量調整を変化させる手法を構築した。 

 

 

 

 

×1.5倍 

（小サイズ条件） 
×2倍 

（中サイズ条件） 
×3倍 

（大サイズ条件） 

図４－９ テーブルトップ型拡張満腹感 図４－１０ 投影映像変更による食品量推定の操作 

 

■拡張現実感による飲料消費量の変化： 

上記の拡張満腹感システムは，食品から得られる満腹感のみを操作するものであるが，飲料か

ら得られる栄養素も多い．例えば，アメリカでは人口の約 8.3%，2580 万人が糖尿病であるとの統

計があり，その原因としてコーラなどの清涼飲料水の飲みすぎが問題視されている．そこで，飲料

から得られる満足感を操作することにより，その消費量を無意識に変化させる研究を行った．飲料

から得られる満足感は，コップ等の容器の長さが長い程少ないという先行研究の知見に着目し，コ

ップの見た目の長さを変えてユーザにフィードバックするシステムを構築した．このシステムは，ブ

ルーバックを用いた色抽出によりコップと手を認識し，コップの長さのみを変形させ，HMD を用い
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てユーザにフィードバックしている．実験により，コップの見た目の長さを 30%増減することにより，

飲料消費量を約 20%程度変化させられること（短く見せるほど消費量が減ること）が明らかとなっ

た． 

 

■温冷覚バイオフィードバックによる食味知覚および食の満足度操作手法の検討: 

食器を介したバイオフィードバックを用いることで、食味知覚および食に対する満足度に影響を

与える手法の検討をおこなった。美味しさとは食物を口にした時に感じる快・不快感であり、それを

感じると自律神経系の活動により血流量が変化する。特に鼻周辺は、血流量の変化による皮膚温

度の変化が顕著に表れる部位であり、美味しいと感じると温度が上がり、美味しくないと感じると温

度が下がる事が先行研究によって明らかにされている。この生理反応を食行動時にシミュレートす

ることで、美味しさの感じ方を変化させる事が可能であると考え、飲料を飲む際に鼻周辺に温度を

提示する装置を作成した。この装置を用いて、温冷覚フィードバックを与えることで飲んだジュース

の味が変化するか検証する実験を行った．結果として、鼻を温めながらジュースを飲むと、そうでな

い時に比べて味を濃く感じ、さらに苦味が軽減されることが分かった。こうした食味の変化は甘いジ

ュースの美味しさを向上させる要素であり、鼻周辺への温度提示により、食品そのものに変化を加

えることなく、美味しさ、つまり満足度を向上させられる可能性が示された。 

 

 

 
 

図４－１１ 鼻部への温度提示装置 図４－１２ 食味の心地よさに対する評価 

 

■食卓における発話の記録と解析に基づくコミュニケーション支援システム（Vocalog）： 

食コミュニケーションにおいて会話が重要な要素であると考え，その記録・解析を行い，食コミュ

ニケーションを促進するシステムの開発を行った.iPhone を使用して食事時の会話を記録し，記録

者の発話量と食事相手との人間関係の記録・解析を行った．食事時間における記録者の発話時

間の割合を「発話率」と定義し，各ユーザの発話率を比較したところ，発話率は食事相手との人間

関係によって異なることがわかった．抽出されたパターンから，ユーザがこれから摂る食事における

発話率を予測し，食事開始から現時点までの発話率と予測値を可視化して提示することで，ユー

ザにリアルタイムにフィードバックをかけた．多くの場合，ユーザは食事中の発話量を増やしたいと

いう願望を持ち，本システムを使用してリアルタイムなフィードバックを受けることで，実際に発話量

が増えたことが確認された． 
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■発話率解析に基づく食卓コミュニケーション改善システム(Table Talk Enhancer)： 

Vocalog を発展させ，このシステムを複数人に拡張し，食卓における複数人の会話ログを利用し

た食コミュニケーション促進に関する研究を行った．開発した食コミュニケーション促進システム“彩

りの食卓”では，食卓の中央に複数の指向性マイクを設置し，各ユーザの会話（音声）を取得し，ユ

ーザごとの発話率を計算する．その発話率の値に応じてテーブル面を光らせることで，ユーザのコ

ミュニケーション状況をアンビエントな情報としてフィードバックする． 

 

■ソーシャルメディアを利用した食行動の評価と改善（Yumlog） 

食行動に対する評価（おいしさ、楽しさ等）は食品そのもののおいしさだけで決まるわけではなく、

場の雰囲気や他者からの評価によっても変化する。そこで、情報が与える影響を積極的に活用し

たシステムとして，期待同化を利用した食生活改善のためのソーシャルメディアシステム”Yumlog"

を構築した．食行動を相互に匿名で評価可能なソーシャルメディア基盤を構築し、食事前に食事

写真を撮ると、食事中に他者からのフィードバックが寄せられるシステムを運用した。このシステム

を用いた実験によって、「おいしさ」に関する他者の評価が食事の満足度を実際に変化させること、

ソーシャルメディア上での「ヘルシーさ」に対する評価を「おいしさ」に対する評価であるかのように

すり替えることで、食行動のパターンに継続的に変化を起こすことができる可能性を示した． 

この研究を発展させ、ソーシャルメディアを介した食体験の共有と相互評価において、「健康的な

食事の評価を高めることで満足度を高める」手法の食習慣改善の有効性を不特定多数のユーザ

に対して適用し検証を行った。一般公開されている iPhoneアプリケーション「Table For Two」にこ

の手法を導入し、他者の食事写真を互いに評価し合う機能を組み込んだ。ユーザを、ヘルシーな

食事において評価を高めてフィードバックする実験グループと、そのままフィードバックする対照グ

ループに分けて、効果の比較を行った。40日間で 8451件の食事と 82,400件の評価が記録され

た。収集期間中に 5件以上評価された食事を 10件以上行っているユーザ、実験グループでは 81

名、対照グループ 64 名を解析の対象とした。結果、実験グループのほうが、より食習慣の改善が

見られ、実環境においても本手法が食行動習慣を変化させる効果を持つことが明らかとなった。 

 

  

図４－１３ Table for Twoアプリを用いた 

実験前後半でのヘルシーさの変化 

図４－１４ 個人の価値観に基づく評価フィード

バック実験前後半でのヘルシーさの変化 
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11-13， Mar． 28 2010， UK 

[3] Kiyoharu Aizawa， Gamhewage C． de Silva， Makoto Ogawa， Yohei Sato， 

Food Log by Snapping and Processing Images， Int Conf． Virtual Systems and 

Multimedia (VSMM2010)， pp．71-74， Oct．21-23， Seoul， Korea 

[4] Yuto Maruyama， Gamhewage C． de Silva， Toshihiko Yamasaki，  Kiyoharu 

Aizawa， Personalization of Food Image Analysis， Int Conf． Virtual Systems 

and Multimedia (VSMM2010)， pp．75-78， Oct．21-23， Seoul， Korea 

[5] Gamhewage C． de Silva， Kiyoharu Aizawa， Image-based Dietary Information 

Min-ing for Community Creation in a Social Network， ACM Multimedia 

Workshop on Social Media (WSM2010)， pp．53-58， Oct．29， 2010， Firenze， 

Italy 

[6] Masayuki Ono， Kunihiro Nishimura， Tomohiro Tanikawa， and Michitaka 

Hirose， "Neural Network based Event Estimation on Lifelog from Various 

Sensors"， VSMM 2010 : 16th International Conference on Virtual Systems and 
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Segmentation in Meal Images using Touch Points，4th Workshop on Multimedia 

for Cooking and Eating Activities （CEA2012） Oct．2012 

[26] Shigeo Yoshida, Sho Sakurai, Takuji Narumi, Tomohiro Tanikawa and Michitaka 

Hirose: Manipulation of an Emotional Experience by Real-time Deformed Facial 

Feedback, Augmented Human 2013, Mar． 2013． 

[27] Eiji Suzuki, Takuji Narumi, Sho Sakurai, Tomohiro Tanikawa and Michitaka 

Hirose: Illusion Cup: Interactive Controlling of Beverage Consumption Based on 

an Illusion of Volume Perception, Augmented Human 2014, Mar. 2014. 

[28] Shigeo Yoshida, Sho Sakurai, Takuji Narumi, Tomohiro Tanikawa and Michitaka 

Hirose: Incendiary reflection: evoking emotion through deformed facial feedback, 

SIGGRAPH 2013 Talks, July 2013. 

[29] Shigeo Yoshida, Sho Sakurai, Takuji Narumi, Tomohiro Tanikawa and Michitaka 

Hirose: Incendiary reflection: evoking emotion through deformed facial feedback, 

SIGGRAPH 2013 Emerging Technologies, 8:1, July 2013.  

[30] Sho Sakurai, Takuji Narumi, Yuki Ban, Tomohiro Tanikawa, Michitaka Hirose: 

Affecting Our Perception of Satiety by Changing The Size of Virtual Dishes 

Projected with a Tabletop Display, HCII2013, July 2013. 

[31] Toshiki Takeuchi, Tatsuya Fujii, Kyohei Ogawa, Takuji Narumi, Tomohiro 

Tanikawa, Michitaka Hirose: Social Media to Change Eating Habits without 



 

- ４６ - 

Conscious Effort. 6th Workshop on Multimedia for Cooking and Eating Activities 

(CEA'14), Seattle, USA, Sep. 2014. 

[32] Chie Suzuki, Takuji Narumi, Tomohiro Tanikawa and Michitaka Hirose: Affecting 

Tumbler: Affecting our flavor perception with thermal feedback, ACE2014, Nov. 

2014.  

[33] E14.Sosuke Amano, Kiyoharu Aizawa, Makoto Ogawa, Food Category 

Representatives: Extracting Categories from Meal Names in Food Recordings and 

Recipe Data, IEEE Multimedia Big Data 2015, Beijin China 

[34] K.Aizawa, M.Kasamatsu, S.Amano, M.Ogawa, FoodLog: Quality Evaluation of 

Food Records of General Public Using a Multimedia Food Recording Tool, Asian 

Congress on Nutrition 2015,  Yokohama, Japan. 

[35] Eiji Suzuki, Takuji Narumi, Sho Sakurai, Tomohiro Tanikawa and Michitaka 

Hirose: Changing Drinking Behavior and Beverage Consumption Using 

Augmented Reality, HCII2015, Aug. 2015 

 

（国内） 
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[49] 丸山 悠斗、 デシルヴァ ガムヘワゲ チャミンダ、 山崎 俊彦、 相澤 清晴、 食事ログシス

テムの解析の個人適応による食事バランス推定 ＨＣＧシンポジウムC7-4、 Dec．15-17、 

2010、 Miyazaki、 Japan 

[50] 丸山悠斗、デシルヴァチャミンダ、山崎俊彦、相澤清晴、 食事ログにおける各個人の食事

時刻と食傾向を利用した食事バランス推定、 電子情報通信学会、 総合大会 D-12-54、 

Mar．14-17、 2011、 Setagaya、 Tokyo 

[51] 杉山春樹、De Silva Gamhewage Chaminda、山崎俊彦、相澤清晴、 テクスチャ解析に

よる食事画像の領域分割、 電子情報通信学会 総合大会、D-12-55、 Mar．14-17、 

2011、 Seta-gaya、 Tokyo 
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[1] 情報処理装置、発明者 相澤清晴、山崎俊彦、北村圭吾、 宮崎達也、 出願人：国立大学

法人 東京大学、 特願 2012-124361、 2010年 5月 31日 

[2] 画像処理装置、発明者 相澤清晴，チャンミンダ，小川誠，杉山春樹、出願人：国立大学法
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[14] Flickr連携の食事カレンダーやライフログカメラも、 Internet Watch 2010/03/10 

[15] レシートログで、未来の消費行動を天気予報形式で予測、 Internet Watch 2010/03/10  

[16] 自動食事日記サービス フードログ、 ＦＭ東京 シナプス、 ナレッジ アンド モア、 2010
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[33] 日本テレビ iCon、デジタルコンテンツ EXPO特集 (PRIMA)、 2011年 11月 8日 
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[84] 写して簡単カロリー計算,朝日新聞,2013/9/7 



 

- ６２ - 

[85] フードログ,読売テレビ ウエークアップ！プラス,2013/9/14 

[86] 私の日常記録したい, 日経新聞、日経プラスワン,2013/9/21 

[87] FoodLog：Calorie Counter 写真で手軽に食事記録＆カロリー管理,Android 
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[91] ”新たな文京を作るリーダーたち”,産業情報誌ビガー,114号 5面,2013年 11月 

[92] ”モバイルサービス最前線 FoodLog 食事を写真で記録。大学発の技術を活かしたライフロ
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[96] "SIGGRAPH ASIA Report"（ARATOUCH）, Software Design 2014年 2月号, 2014

年 1月． 

[97] "未来のテレビ 第 3弾"（メタクッキー）, 日本テレビ 日テレアップ Date!, 2013年 11月 17

日． 

[98] "現実とゲームの世界は「PS5」で区別がなくなる", アスキークラウド 2013年 12月号, 2013

年 10月 24日． 

[99] "秋の大科学祭スペシャル 科学の未来へレッツゴー！(前編)"（メタクッキー）, NHK サイエ

ンス ZERO, 2013年 10月 13日． 

[100] "脳を操るだましの術 バーチャルリアリティーの可能性"（扇情的な鏡，拡張満腹感，Magic 

Pot）, 朝日新聞朝刊 23面, 2013年 7月 29日． 

[101] "研究最前線 第 40回 拡張満腹感", 関塾 TIMES 2013年 6月号, 2013年 6月 1日． 

[102] "錯覚のミステリー なぜ脳はだまされるのか?", BSフジ ガリレオ X, 2013年 4月 28日． 

[103] ＫＤＤＩ研究所の技術紹介の一部としてCNET Japanに掲載、CNET Japan 2013年 5月

27日 

[104] スマートフォンを活用した食事指導、医療専門サイトm3.com、2013年 9月 1日 

[105] "ダイエット最新事情教えます 脳と肥満のミステリー"（メタクッキー，拡張満腹感），TBS世

界ふしぎ発見，2014年 5月 24日． 

[106] "その気にさせる新技術 満足感そのままで食事量減"（メタクッキー，拡張満腹感，拡張満

腹感テーブルトップ）, 日本産業新聞 8面, 2014年 5月 13日． 

[107] "あなたの怒りにはワケがある"（扇情的な鏡）, AERA, pp. 10-15, 2014年 5月 12日． 
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[108] "探訪ラボ 東京大学広瀬・谷川研究室"（思い出のぞき窓，拡張満腹感）, 読売新聞朝刊 

35面, 2014年 4月 20日． 

[109] “食事写真をクラウド上で管理し食生活を改善”、月刊マネジメント誌「戦略経営者」、2014年

9月 

[110] “モバイルサービス最前線 FoodLog 食事を写真で記録。大学発の技術を生かしたライフ

ログアプリ”、WebDesigning 2014年 3月号 

[111] 「東京大学 産学連携本部の取り組み（3） foo.log株式会社」、東大ナビ、2014年 3月 

[112] NHK，ネクストワールド 第 4回（拡張満腹感），2015年 1月 25日． 

 

③ その他 

特になし 

 

（6） 成果展開事例 

実運用、実サービス （一部は、外部組織への技術提供での連携） 

[1] FoodLogの大規模運用 http://www.foodlog.jp  2009年 

[2] Twitter Bot 「ろっぷん」 食事認識するボット 2010年 

[3] スマートフォンアプリケーション 「Table for Two」 食事記録を通した社会貢献 20１１年 

[4] スマートフォンアプリケーション 「カロリー計測カメラ 黒カム」 の食事画像記録、処理機能 

2012年 

[5] スマートフォンアプリケーション 「gooからだログヘルスアシスト」 の食事ログ機能 2012年

～ 

[6] スマートフォンアプリケーション 「チサンの朝食」 2012年～ 

[7] ＫＥＮＰＯＳ ＦｏｏｄＬｏｇ活用 食事日誌に基づく管理栄養士のアドバイスへの利用 2012年

～ 

[8] スマートフォンアプリケーション FoodLog：Calorie Counter 写真で手軽に食事記録＆カ

ロリー管理, App Store, 2013/7/17 

[9] スマートフォンアプリケーション FoodLog：Calorie Counter 写真で手軽に食事記録＆カ

ロリー管理, Android market, 2013/10/1 

[10] スマートフォンアプリケーション Table for Two, 改訂版公開， 2014/1/9 

[11] ＩＣＴを活用した情報提供ツールで特定保健指導対象者の目標達成をサポート 

全国訪問健康指導協会 特定保健指導向けシステムとの連携 2013年 

[12] スマートフォンアプリケーション 「まちのコイシェルジュ」 2013年 

[13] Luvtelli 女性向け食事指導サービスとの連携 2013年 
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① 実用化に向けての展開 

 ＦｏｏｄＬｏｇの画像処理技術をもとに、ベンチャー企業 「foo.log (株)」を 2012年に設立。 

 食事画像解析に関する特許およびプログラム著作権に関して、東京大学から foo.log（株）に、

独占ライセンス契約 

 オンラインで日常の食事記録をとるＦｏｏｄＬｏｇクラウドの構築と運用 

 スマートフォンアプリケーション 「健康増進アシストサービス」の実証実験 2010年～2011年 

 BDHQのタブレット版の実証実験 2012年 

 スマートフォンによる食事画像とバイタルデータを用いた健康指導の実証実験 2011年～ 

 BDHQのタブレット版の実証実験 2012年～ 

 スマートフォン食事記録アプリ「FoodLog」（iPhone） のリリース 2013年 7月 

 スマートフォン食事記録アプリ「FoodLog」（Android） のリリース 2013年 10月 

 東大病院と連携して、FoodLog(Android)を糖尿病患者向け自己管理ツールへ組み込み 

ver.1 2013年 10月、ver.2 2014年 8月の実証実験を進行中 

 地方国立大学病院における 2型糖尿病患者を対象とした試作システムを用いた食事指導の

有効性評価のための実証実験 2013年 

 ＷｅｂＡＰＩの提供： ＦｏｏｄＬｏｇのＷｅｂＡＰＩを 29（商用サービス：15、評価利用：9、研究開発：

5）の産学の組織に提供 （2015年 3月時点） 

 

以下、前項の成果展開事例と重複するが掲載。 

 FoodLogの大規模運用 http://www.foodlog.jp  2009年 

 Twitter Bot 「ろっぷん」 食事認識するボット 2010年 

 スマートフォンアプリケーション 「Table for Two」 食事記録を通した社会貢献 20１１年 

 その改訂版 2014年 

 スマートフォンアプリケーション 「カロリー計測カメラ 黒カム」 の食事画像記録、処理機能 

2012年 

 スマートフォンアプリケーション 「チサンの朝食」 2012年～ 

 スマートフォンアプリケーション 「gooからだログヘルスアシスト」 の食事ログ機能 2012年

～ 

 全国訪問健康指導協会の特定健康保険指導のツールとして、スマートフォン FoodLogが実

用（2013年 10月） 

 スマートフォンアプリケーション 「まちのコイシェルジュ」 2013年 

 Luvtelli 女性向け食事指導サービスとの連携 2013年 

 大塚食品マンナンヒカリ スマートフォンアプリケーション「カロリーアルバム」にてカロリー推定

機能を利用 2014年～ 

 食事のマーケティング調査のためのアプリ（株式会社エー・アイ・ピー）2012年 

 京セラコミュニケーションシステム 2014年～ 
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② 社会還元的な展開活動 

 ＦｏｏｄＬｏｇとダイエットＶＲに関して、一般への訴求が大きく、前項の報道関係のところに記載

したように、新聞、ＴＶ、インターネットを通じて広く広報された。 

 FoodLogについては、協業等の問い合わせが、大手電器・情報機器メーカー、通信会社、IT

メディア、食品メーカーなどを中心に 200社以上（海外企業 4社を含む）から有り、その検討・

協議を行った。（一部は前述の通り商用サービスとしてリリースされている）。 
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§４ 研究期間中の活動 

4.1 主なワークショップ、シンポジウム、アウトリーチ等の活動 

2009年度 

年月日 名称 場所 参加人数 概要 

2010.01.19 

新潟県健康づくり・スポ

ーツ医科学センターとの

意見交換会 

新潟県健康

づくり・スポ

ーツ医科学

センター 

16名 
センター見学、チームの活動

報告 

2010年度 

年月日 名称 場所 参加人数 概要 

2010.4.30-5.

5 

予感研究所３へ 4展示

の出品 
科学未来館 公開 デモ展示 

2011.11.26 領域シンポジウム 
学術総合セ

ンタ 
公開 

口頭発表とデモ＆ポスター展

示 

2011年度 

年月日 名称 場所 参加人数 概要 

2011.10.19 領域シンポジウム 学術総合セ

ンタ 

多数 デモ展示 

2012.3.16 CREST 食とライフログ

の共有技術基盤 シン

ポジウム 

東京大学・ 

福武ホール 

公開 

62人以上 

グループの研究発表とデモ 

2012年度 

年月日 名称 場所 参加人数 概要 

2012.11.8 JSTシンポジウム 学術総合セ

ンタ 

多定 講演とポスター展示 

2013年度 

年月日 名称 場所 参加人数 概要 

2013.9.29 CREST領域会議 JST 多数 ポスタ展示 

2013.10.15 JSTシンポジウム 学術総合セ

ンタ 

多数 デモ展示 
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2014年度 

年月日 名称 場所 参加人数 概要 

2014.12.5 CREST領域会議 東京大学 多数見込

み 

ポスタ展示 



 

- ６８ - 

§5 最後に 

このＣＲＥＳＴプロジェクトでは、食ログに関する研究を遂行し、結果として、予想を超えた大きな

進捗を得ることができた。その学術成果にとどまらず、学術プロトタイプを超えたものを世にだし、大

きなフィードバックを得ることができた。今も伸び盛りであり、今後の展開にさらなる期待をしている。 

大きな方向へ向けてのＣＲＥＳＴチームとしての活動を通して、それぞれのグループの刺激を受け、

新たな着想が生まれた。ダイエットＶＲは、まさに、そのような副産物であり、最終的にプロジェクトの

大きな成果の一つとなった。 

日常食事画像の情報処理といういわば未踏領域でのプロジェクトであり、緻密な計画は役に立

たず、いわば方位をみるコンパスで動き、年度ごとに計画内容の更新されるようなプロジェクトとな

った。当時のＣＲＥＳＴの研究統括をされた故東倉洋一博士、事務局の東良太氏には、その柔軟な

運営と示唆に大いに感謝している。（株）foo.log を２年目に立ち上げ、チームのグループに加える

ことができたことは、このプロジェクトの成否を決する出来事であった。（株）foo.log がなければ、Ｆｏ

ｏｄＬｏｇは、ありがちな限定利用の学術プロトタイプにとどまり、その訴求効果も外部との連携も限ら

れてしまったであろう。予算的には、厳しい状況を生み、チーム内の大きな修正が必要になったが、

それを超える効果が得られたと考えている。 

今後の展開に、略記したようにＦｏｏｄＬｏｇの価値が本当に認知されるようになったのは、プロジェ

クトの最後の２年であり、スマートフォンアプリの実装と公開後である。写真に合わせて、継続的に

増え続ける食事記録のセマンティクスデータを膨大に集めたことで、その解析、利用が必要な新た

な領域が見えてきた。そのデータ利用により、新たな価値創造を行いたいと考えている。 

デモンストレーションでのいくつかのスナップ写真を掲載する。 

 

  

２０１０年 科学未来館 ２０１３年 県立広島産業会館 



 

- ６９ - 

  

２０１３年 科学未来館 ２０１４年 パシフィコ横浜 

 


